
伊敷 紗良 議員

　与那原小学校のトイレは令和元年
及び令和３年度に男女トイレの間仕切
り壁、タイル、内部の塗装工事などを実
施しています。しかし、北側校舎は昭和57年に建設され、築43年が経過して
おり、施設全体の老朽化が進んでいます。今年度、北側校舎の構造的な強
さを確認する調査を実施し、その結果を踏まえ、建て替えや長寿命化など
事業方針について県と協議を行う予定です。今後も学習環境の改善に向
け、関係課と連携しながら検討を進めます。 　沖縄県高圧ガス保安協会と協議

の場を設け、どのような協定を結ぶ
ことができるのか、話し合いの場を
設けたいと考えております。

　これまで猫よけの忌避剤を使用してきましたが、
効果がなく、ご迷惑をおかけしています。そこで、猫
が嫌がる超音波を発する装置の設置を学校へ推
奨します。人には聞こえませんが猫にとっては不快
な音で、近づかなくなる効果が期待できます。猫を
傷つけるような対策は避け、複数の対策を組み合
わせることで効果が高まると考えます。

　町では自動車の利用を減らし、環境保全や健康増進につなが
るよう公共交通や自転車、徒歩の利用を推進しています。ご指摘
の件については二つの課題があります。一つ目は道路交通法を
守って自転車を運転していただくこと。車道の左側や自転車専用
道を通過するよう、広報やホームページで周知し、近隣自治体と
実施しているサイクリングイベントを通じて交通ルールの普及に
努めます。二つ目は歩行者と自転車を分ける専用道の整備です。
道路は国道・県道・市町村道で管理主体が異なりますが、ご指摘
の与那原東小学校前の道路は町が管理している板良敷沿岸線で
す。今後、担当課と協議調整を行っていきます。

奥原 希咲 議員

与那原小学校のトイレおよび水回りの
老朽化が進んでおり、衛生環境の悪化
が感染症の原因にもなりかねません。
改修を進めていただけないでしょうか。

トイレ改修の検討を

与那原町は沖縄電力と災
害協定を結んでいますが、
災害時にガスの供給もでき
るようにガス会社とも協定
を結んでみてはいかがで
しょうか。

電力に続き、ガス協定を

検討の一環としてガス会社と
の協議や意見交換の場を設け
る予定はありますか。

与那原町では給食費の半額補助が実施され
ていますが、食材高騰を受けて負担が増して
います。無償化はできないでしょうか。

給食費の無償化を望む

大城 果歩 議員

与那原中学校第２校舎は階段しかなく、足の不自
由な生徒や車イス・松葉杖を使用している生徒が
２・３階へ行けなかったり、遅刻したりすることもあ
ります。スロープなど設置していただけませんか。

スロープ設置の検討を

宮里 達也 公共施設課長補佐回答

　小中学校の給食費は国と県の補
助を受け、半額助成を行っています。
子育て世帯への支援として無償化
や負担軽減は重要な課題です
が、町の限られた予算の中で
実施するには慎重な検討
が必要だと考えています。

桃原 美穂 学校教育課長補佐回答

吉野 了 生活環境安全課長回答

平良 仁 企画政策課長補佐回答

八幡 力 生活環境安全課長補佐回答

　災害時のガスの供給に関する協定
について、豊見城市や北谷町が沖縄
県高圧ガス保安協会と「災害時におけ
るLPガス供給に関する協定書」を締結
しています。与那原町においても同協
会と協定について前向きに検討してま
いります。

八幡 力 生活環境安全課長補佐回答

吉野 了 生活環境安全課長回答

大浜 辰也 学校教育課教育指導主事回答

　すべての生徒が平等に学び、学校生活を送る上で
配慮が必要であり、バリアフリーの観点からも改善が
求められる課題だと考えています。スロープの設置や
エレベーターの整備などについて、施設の構造や安
全性、必要な費用等を確認した上で、実施方針や予算
の確保、補助事業の活用等について沖縄県および関
係課と協議し、改善に向けて検討を進めてまいります。

宮里 達也 公共施設課長補佐回答

質問

質問

質問

質問

再質問

　小中学校の給食費を全額無償化するためには約
9,800万円が必要と試算しています。ふるさと納税の活
用を検討、また国・県の動きも踏まえながら引き続き検
討してまいります。

　次年度も小中学校の給食費は半額補助を行いま
す。全額無償化が理想ですが、町ではすでに18歳ま
での医療費無料化や児童手当の拡充など子育て支
援を進めています。今後は多様な財源を検討し、無
償化の実現に向けて協議を重ね、安心して給食を楽
しめるよう努めます。

山城 司 学校教育課長回答

照屋 勉 町長回答

地域の避難訓練を増やしてほしい

各区で実施する
避難訓練の日時
はどのように周知
していますか。

全国的に地震が増える中、海に近い与那原町は災害時の
被害が大きくなることが考えられます。地域の避難訓練の
回数を増やし、土日にも実施するなど、
参加できる機会を増やしてほしいです。

質問

仲村 和花 議員

再質問

平良 沙羅 議員

　与那原町では11月5日の「津波防災
の日」に、全町民や幼稚園・小中学校な
どを対象とした大規模な避難訓練を実
施しています。また、各区に自主防災組
織があり、避難訓練などを実施していま
す。ご提案については、各区と避難訓練
の実施時期や回数について協議し
てまいります。

　各区での避難訓練は、各区の掲示板
や区の放送などを活用して周知していま
す。町全体の避難訓練は町の公式LINE
や広報などでお知らせしています。

安井 優真 議員

与那原中学校は敷地内に猫の糞が多く、先
生や生徒が片付けながら授業を行っていま
す。門に猫対策の道具などを設置すること
はできないでしょうか。

学校に猫対策の設置を
質問

質問
自転車専用道の整備を
歩道を歩いていると、自転車とぶつかりそうに
なることがあります。自転車は車道の端を走行
すべきですが、車道も狭く危険に思えるので、
自転車専用道の整備を進めてほしいです。

岡田 琉世 議員

再質問

一部無償化をして
いる他の自治体の
ように、ふるさと納
税を活用して運用
できませんか。
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